
関西地区青果物販売動向【野菜・果実】
2026年6月

今週 次週

6/15週 6/22週

入荷量 市況 市況動向 見通し

保合 保合

R8　6/11～16 R7　6/12～17

さくらんぼ(大阪本場) 31,425パック 11,945パック

大分 Ｌ1300円～/3㎏ 保合 保合

鳥取

福岡 土耕70円～/束 保合 保合

大分

ハウスすだち1kg箱 京都・大阪(前売)2,000円 保合 保合

セリ1,500円

山梨　3kg箱(6房) 20,000～18,000円 保合 保合

長野　5kg箱(9房) 27,000円

〃　　350gパック 1,700円

大分 60円/袋　～ 保合 保合

大分 250円/パック 保合 保合

愛知

作成日：令和8年6月18日（木)

品目 主産地

前週

コメント（状況及び次週動向）6/8週

かぼす

すだち：数量が増量してこないため、例年であればこの時期に数量増～売り場展開→7月以降の需要拡大に向
けて価格を上げていくが価格を維持できている分量販の納品店舗拡大が遅れている。

全体

野菜：夏秋野菜でピーマンなどが始まった。ピーマンについては出荷開始から一か月も立たないうちに品質不良（尻ぐ
され、トロケ）が見受けられる。ねぎ類も夏場に向けて価格は上がってきたが、全体の入荷数量により変動も見られ
る。
果実：すいか・さくらんぼが棚の中心、ももが山梨県産が今週よりスタート。さくらんぼは直近2年と違いやや前進化し
ていることもあるが市場入荷数が増加し、過去実績から量販や贈答でメニューに組み込めていなかった分供給過多。
すいかは気温が上がり切らず消費点数鈍いが単価はやや高め。

白ねぎ

数量は変わらず、市況は保合の状況にある。

こねぎ
（土耕・水耕）

量販店では、ｇ数の少ない束で＠98売りとかも見受けられる。今後の他産地の出荷数量と産地の出荷数量で価
格も変わってくる見込み。

大阪事務所管内活動報告（一部）

JA全農おおいた　大阪事務所

シャインM

輸出での動きが前年に続き発注点数が少なく（他国産の影響もあり）、悪い言い方をすれば商品の逃がし場が
ない状況。国内消費頼りも現在の単価ではギフト中心の売り込みとなり、商戦期もまだ早いため動きが悪い。

ピーマン

出荷始めから一か月がたち、品質不良が早くも見受けられる。今後の出荷数量と品質に期待する。

大葉

そろそろ薬味需要などで動きがでてきても良いと思われる。


